
 

 

 

令和６ 年度 

タ ク シーに関する 要望書 
 

 

 

 

 

 

 

 

   一般社団法人 

神奈川県タ ク シー協会相模支部 
 

相模原地区会会長  大畠 雄作  様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相模原市公共交通整備促進協議会 

 

 



 

 



 公共交通の整備促進、輸送力の増強を はじ め、本協議会の活動につき ま し て、

平素から ご理解、 ご協力を賜り 、 厚く お礼申し 上げま す。  

 ま た、昨年３ 月２ ８ 日には「 移動手段の確保等に関する 連携協定」 を 締結し 、

相模台地区での実証実験の実施など 、 身近な移動手段の確保に向けて取り 組ん

でいただき 感謝いたし ま す。  

本市では、 鉄道が市外縁部を 通っ ており ま すこ と から 、 鉄道駅や各種施設と

地域を 結ぶタ ク シーやバス は、 地域の公共交通と し て大き な役割を 担っ ており

ま す。  

こ う し た中、 働き 方と ラ イ フ ス タ イ ルの変化によ り 、 人流がコ ロ ナ禍以前よ

り 低調な状況が続いている こ と に加え、 燃料価格高騰によ る コ ス ト 増加など 、

各交通事業者の経営が厳し い状況に置かれている こ と と 承知し ており ま す。  

 こ のよ う な状況の下、 市民の生活を 支える 公共交通と し て需要に応じ た運行

サービ ス を 提供し ていただいている こ と に心よ り 感謝申し 上げま す。  

今後も 、 先行き が不透明な部分はございま すが、 多様な市民ニーズに対応し て

いただき ながら 、 公共交通の安全輸送・ 安定経営を 確保し ていく ためには、 タ

ク シー事業者と 行政が公共交通の利便性の向上を 一体と なっ て進め、 と も に発

展し ていく こ と が必要である と 考えており ま す。  

 つき ま し ては、 こ のよ う な実情を ご賢察いただき ま し て、 市民のさ ら なる 利

便性向上のため、 次の事項についてご高配を 賜り ま すよ う 要望いたし ま す。  
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要望事項一覧 
 

 

１ 利用者サービスの向上・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

（１）運賃支払い方法のキャッシュレス決済への対応（継続） 

（２）配車アプリシステムの中山間地域や高齢者への対応（一部変更） 
（３）相乗り制度の早期実現（継続） 
（４）タクシー供給量不足の解消（一部変更） 

 

２ バリアフリーに関する施策の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

（１）バリアフリーに対応した車両の導入及び施策の推進（継続） 

 

３ 脱炭素化の促進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

（１）電気自動車等の電動車両の導入推進（一部変更） 

（２）燃料電池タクシー等の導入の検討（継続） 
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１  利用者サービス の向上  

（ １ ） 運賃支払い方法のキャ ッ シュ レ ス 決済への対応（ 継続）  

近年、 ク レ ジッ ト カ ード や電子マネー等キャ ッ シュ レ ス 決済の普及によ り 、

利用者の支払い方法が多様化し ており ま す。 引き 続き 多様な決済方法への対応

にご 尽力く ださ いま すよ う 要望いたし ま す。  

 

（ ２ ） 配車アプリ シス テム の中山間地域や高齢者への対応（ 一部変更）  

現在、 ス マート フ ォ ン を 利用し た配車アプリ シス テム （ 以下「 配車ア プリ 」

と いう 。） の導入が進み、 多く の利用者から 好評を 得ら れている と 承知し ており

ま す。  

こ う し た中、 本市の中山間地域の一部において、 配車ア プリ の導入が進んで

おら ず、 公共交通の利用が不便な状況にある こ と から 、 引き 続き 配車アプリ の

導入に努めていただき 、 地域住民の生活交通の利便性向上に寄与し ていただき

ま すよ う お願いいたし ま す。  

ま た、 高齢者にと っ ても 気軽に配車アプリ が使える 、 利便性の高いシス テム

の構築を ご 検討いただき ま すよ う 要望いたし ま す。  

 
（ ３ ） 相乗り 制度の早期実現（ 継続）  

高齢化の進行や運転免許返納者が増加する 中、 タ ク シーの相乗り は、 ド ア・

ツ ー・ ド アのサービ ス を 従来の運賃よ り 割安に利用でき る サービ ス と し て、 大

いに期待さ れている と こ ろ です。  

つき ま し ては、 相乗り 制度に対応し たアプリ の開発状況によ る と こ ろ が大き

いと 承知はし ており ま すが、 引き 続き 早期の実現に向けた働き かけを お願いす

る と と も に、 ア プリ 開発にかかわら ず広く 市民が活用でき る よ う 相模原市と 連

携し た取組を ご 検討いただき ま すよ う 要望いたし ま す。  

 

（ ４ ） タ ク シー供給量不足の解消（ 一部変更）  

中山間地域では、 運行事業者が少なく 、 かつ保有台数も 限ら れている こ と か

ら 、 時間帯によ っ てはタ ク シーの利用が難し い状況と なっ ていま す。  

つき ま し ては、 運転手の確保に向けて取り 組んでいただく と と も に、 都市部

で営業する 事業者につき ま し ても 、 営業区域を 拡大する など 、 中山間地域での

タ ク シー供給量の確保に努めていただき ま すよ う 要望し ま す。  

ま た、 交通不便地域の解消や身近な移動手段の確保に向けた取組を 推進する

ため、 引き 続き 、 特段のご 協力、 ご 配慮を お願いいたし ま す。  
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２  バリ アフ リ ーに関する 施策の推進  

（ １ ） バリ アフ リ ーに対応し た車両の導入及び施策の推進（ 継続）  

ユニバーサルデザイ ン タ ク シーを 含む福祉タ ク シーにつき ま し ては、現在「 移

動等円滑化の促進に関する 基本方針」 によ り 、 全国で令和７ 年度末ま でに約９

万台の導入目標が掲げら れており 、 高齢化が進む中、 需要の高ま り に応じ て、

今後ま すま す導入が進むも のと 考えており ま す。 特に近年は、 誰も が使いやす

いユニバーサルデザイ ン タ ク シーの普及が急速に進んでおり 、 利用者の利便性

向上に大き く 寄与さ れており ま す。  

つき ま し ては、 高齢者や障害者等が利用し やすいよ う 、 ユニバーサルデザイ

ン タ ク シーを 含む福祉タ ク シーの導入に向けた取組を よ り 一層推進さ れま すよ

う 要望いたし ま す。  

ま た、 運転手に対する 乗車への補助・ 介助に関する 教育や研修活動の実施に

よ る 接遇能力の向上など 、 バリ ア フ リ ーに対応し たハード 面及びソ フ ト 面両面

での施策を 一体的に取り 組んでいただき ま すよ う 要望いたし ま す。  

 

 

３  脱炭素化の促進  

（ １ ） 電気自動車等の電動車両の導入推進（ 一部変更）  

令和５ 年１ １ 月に改定し た「 第２ 次相模原市地球温暖化対策計画」 では、 令

和１ ２ 年度におけ る 市域の二酸化炭素排出量を 平成２ ５ 年度(基準年)から ５

０ ％削減する こ と を 目標に、 市民、 事業者、 行政が一体と なっ て、 エコ ド ラ イ

ブの実践や次世代ク リ ーン エネルギー自動車の導入に積極的に取り 組んでいく

こ と と さ れており ま す。  

社会動向を 踏ま える 中で、 今後さ ら なる 取組が必要になる こ と から 、 電気自

動車やハイ ブリ ッ ド 自動車等の環境性能が優れた電動車両の導入を ご 検討いた

だき ま すよ う 要望いたし ま す。  

 

（ ２ ） 燃料電池タ ク シー等の導入の検討（ 継続）  

燃料電池タ ク シーや電気タ ク シーにつき ま し ては、 環境負荷の軽減が期待さ

れており 、 国においては地域交通のグリ ーン 化事業と し て導入を 支援し ており

ま す。  

ま た、 相模原市では、 市水素エネルギー普及促進ビ ジョ ン に基づき 、 水素エ

ネルギーの普及拡大に向け施策を 展開し ており 、 定置式水素ス テーショ ン の市

内整備が実現し ており ま す。  

導入コ ス ト など 課題も ある と 承知し ており ま すが、 将来的な展望と し て、 環

境面に大き く 寄与する 燃料電池タ ク シー等の導入を ご 検討いただき ま すよ う 要

望いたし ま す。  


